
紫外線の弱点

広い範囲に照射するために光源を遠くに設置すると、強度が非常に弱くなり、同じ量を照射す
るのに必要な時間が長くなります。

距離の二乗に反比例して強度が下がる

ほとんどの物質に対して透過力が非常に小さい

皮膚や目に強い炎症を起こし、人体に有害

石英ガラスや水などの一部の物を除いて、数10μm 程度しか透過できません。ゴム手袋や紙

一枚で完全に止まります。照射できるのは表面に付着している物に限られますし、光源から影
になる部分には効果がありません。

波長が短くエネルギーの高いUV-Cは皮膚や眼の角膜に強い炎症を与えます。その場ですぐ

には気が付かず後になって皮膚癌や失明を引き起こす可能性があります。このため、人がい
る場所での使用が基本的に出来ません。JIS Z8812 では、UV-C に対する許容限界値基準は
6mJ/cm2となっています。また、プラスチックや繊維、塗料などの有機物も大量の照射により次

第に劣化していきます。

光源の入手が困難

2019年4月以降、省エネと水銀に対する規制のために蛍光灯器具の販売がほとんどのメー
カーで終了しています（ランプは販売されています）。その一方で UV-C 波長の LED は出力が
100mW以下と小さく、エネルギー変換効率も数%程度で高価であり、まだ代換できていません。




